
平成 27 年(2015 年)６月那覇市議会定例会

代 表 質 問 発 言 通 告 書 (１ 日 目 )

平成 27 年６月 19 日(金)

                                     公 明 党 35分

                         割当時間(答弁を除く) 新 風 会 35 分

                                     日本共産党 25分

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

１ 大 浜 安 史

(公 明 党)

１ 基地問題に

ついて

２ 日本年金機

構の個人情報

流出の問題に

ついて

(１) 市長は、米軍普天間飛行場の早期返還と名

護市辺野古の新基地建設阻止に向けて訪米

し要請行動をされた。その成果について伺う

① 目的・意義は達成されたのか伺う

② 訪米先で米国の政府関係機関の重要人

物に何人お会いし、どのような成果が得ら

れたのか伺う

③ 今後の基地負担軽減についての取り組

みについて伺う

(２) 那覇軍港の跡地利用計画について伺う

(１) サイバー攻撃による日本年金機構の個人

情報が約 125 万件流出し、県内においては約

74 万件の個人情報流出が確認されている。

本市における個人情報流出の件数と対象人

数について伺う

(２) 日本年金機構の個人情報流出により、全国

的に不信な電話の問い合わせがあり、高齢者

への振り込み詐欺等の発生も考えられるが、

被害のあった場合には、国は責任をもって補

償するのか伺う

(３) 本市のサイバー攻撃によるセキュリティ

ー対策は万全なのか伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ ＭＥＲＳ感

染拡大防止に

ついて

４ 18 歳選挙権

法案について

(４) 政府は国民に番号を割り当てるマイナン

バー制度で加入する医療保険や受診歴など

が分かる仕組みを導入する方針を示し、2018

年から段階的に運用を始め、20 年の本格運

用を目指している。個人情報の流出対策につ

いて伺う

韓国で中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳコロナウィ

ルス）の感染が拡大し、死者も日増しに増えてい

る。「第４次感染」も起き、国民を不安に陥れて

いる。日韓両国では例年、約 500 万人が往来し、

県内では、1 日当たり約 650 人の韓国人観光客が

訪れている。県内にも感染者がやって来る可能性

は十分に予想される。ＭＥＲＳ感染の防止対策に

ついて伺う

(１) 中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ：マーズ）と

は何なのか伺う

(２) ＭＥＲＳ患者が国内・県内で発生する可能

性について伺う

(３) ＭＥＲＳに対する予防方法、治療法につい

て伺う

(４) ＭＥＲＳ防止の水際対策について伺う

国会において、選挙権年齢を現行の「20 歳以

上」から「18 歳以上」に引き下げる公職選挙法

改正案が全会一致で可決され、来年の夏の参議院

選から適用されることとなり、全国で約 240万人

の「18 歳以上」の未成年者が有権者となる。18

歳選挙権法案について、以下の４点について伺う

(１) 18 歳選挙権法案の成立により、県内及び

本市の有権者は何人になるのか伺う

(２) 「18 歳以上」への周知・徹底等、広報活

動の取り組みについて伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 「那覇市プ

レミアム付商

品券事業」に

ついて

(３) 18 歳以上の成人年齢に満たない有権者と

しての法的責任について伺う

(４) 学校教育の中で、政治的意識を高め主権教

育を充実させる事は大切であり、社会問題に

主体的に関わる態度を学ぶことにもつなが

る。小中学校での政治や選挙に関する教育の

必要性について伺う

４億 3,911 万円の「那覇市プレミアム付商品券

事業」は地方活性化の起爆剤として期待されてい

る。詳細な事業概要と今後の具体的なスケジュー

ルについて以下の７点を伺う

(１) 商品券の販売対象者数と冊数及び購入で

きる上限冊数を市民と観光客用についてそ

れぞれ伺う

(２) 一部委託事業について、委託料及び事業内

容について伺う

(３) 販売する登録店舗及び公共施設を含めた

販売場所について伺う

(４) プレミアム付商品券で購入できる対象商

品について伺う

(５) 市民及び観光客への周知と広報、スケジュ

ールについて伺う

(６) プレミアム付商品券の偽造防止対策につ

いて伺う

(７) 那覇市プレミアム付商品券事業の経済効

果は、約２倍～５倍と言われている。事業終

了後の経済効果等の検証及び報告について

伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ 小中連携の

英語教育につ

いて

那覇市では小中一貫教育をモデル実施し、平成

24 年度から神原中校区（神原中・神原小・壺屋

小）において、平成 26 年度から小禄ブロック、

平成 27 年度に本庁ブロック、真和志南ブロック、

平成 28 年度首里ブロック、真和志北ブロックと

３年かけて全小中学校が順次導入される。本市で

は、小中連携した英語教育がなされていると聞い

ている。そこで以下の４点について伺う

(１) 英語教育は平成 22 年度より教育課程特例

校の指定を受け、小学校１学年から６学年ま

で英語のヒアリング「聞く」「話す」事の授

業が行われている。教育改革の中で文科省は

今後、小中９年間の英語教育を充実させ、中

学３年までに英検３級レベル以上をめざす

取り組みが計画されている。今後の本市の取

り組みについて伺う

(２) 小中学校の教職員の英検準１級以上の取

得率について伺う

(３) 全中学校３学年生の英検受験人数と３級

以上取得の生徒数について伺う

(４) 小学校英語の「教科化」に向け、研究開発

や教育課程特例校などに対し、文科省が「補

助教材」を支援すると聞いている。次期学習

指導要領の全面実施までに 2020 年度から全

小学校高学年以上に「教科型」英語の導入が

実施予定となっている。小学校の英語教育の

今後の取り組みについて伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、選挙管理委員長、  

関係部長



代表質問（１日目） 平成 27 年６月 19 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２ 大 城 幼 子

(公 明 党)

１ 空き家対策

について

２ 学校施設の

耐震化につい

て

３ 子育て応援

行政について

「空き家対策特別措置法」が５月26日に全面

施行された。以下伺う

(１) この法律で定められた「特定空き家」の

定義及び本市の「特定空き家」の把握状況

を伺う

(２) 法律における市町村の責務を本市はどの

ように進めていくのか伺う

文部科学省が今月２日、公立小中学校の耐震

化率を発表した。４月１日現在で沖縄県の平均

耐震化率85.7％に対し本市の耐震化率は70.5％

であることが分かった。以下伺う

(１) 本市のこれまでの取り組みと今後の取り

組みについて伺う

(２) 公立学校施設の非構造部材の耐震化状況

について伺う

(１) 公立幼稚園から認定こども園への移行に

ついて本市が基本方針案を決定した。以下

伺う

① 基本方針案の概要を伺う

② 認定こども園の効果と今後のスケジュ

ールを伺う

(２) こども医療費助成の拡充について

  ① 拡大した対象年齢者の数

  ② 今後の周知スケジュール

(３) 母子父子寡婦福祉資金貸付事業について

① 中核市移行後の実績を平成25年度、平

成26年度それぞれ伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 福祉行政に

ついて

５ 平和行政に

ついて

② 平成26年度に貸付が増えた理由を伺う

「子育て世帯臨時特例給付金」事業及び「臨

時福祉給付金」事業について伺う

(１) 両事業の平成27年度の実施内容（平成26

年度と異なる点）

(２) 本市の対象者数及び対象児童数

真嘉比ハーフムーンヒル出土の戦争遺物を市

民への平和学習の資料として活用できないか伺

う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



代表質問（１日目） 平成 27 年６月 19 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 渡久地 政 作

(新 風 会)

１ 市長訪米に

ついて

２ 待機児童問

題について

城間市長は、米国政府関係機関へ在沖米軍基地

に対する沖縄県の考えを伝える翁長知事や訪米

団と共に５月 29 日(金)から６月５日(金)までの

日程で米国を訪問し、市民団体や米国議会議員、

政府関係機関との面談を重ね、沖縄の現状の訴え

を直接されてきている。訪米の内容と成果につい

て伺う

(１) 本市の保育所入所待機児童の状況はどう

なっているのか。保育定員、申込者数、入所

者数、待機児童数等、具体的に示していただ

きたい

(２) 待機児童の現状を踏まえ、今後具体的にど

のように解消していくのか伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



代表質問（１日目） 平成 27 年６月 19 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 金 城 眞 德

(新 風 会)

１ 認定こども

園について

２ 首里石嶺４

丁目地内の雨

水対策につい

て

那覇市は今年度も待機児童数が多いと聞いて

いる。その待機児童の解消策の一環として、市

内36小学校に併設されている幼稚園については

認定こども園に移行すると聞いているが、認定

こども園移行の目的とその効果、及び本市の目

指す認定こども園制度を伺う

県管理安謝川上流にある首里末吉町、首里平

良町及び首里石嶺町３丁目までは、河川拡幅の

整備予定があると聞いて喜んでいる。安謝川上

流にあたる首里石嶺町４丁目の浸水地域は過去

30年以上も大雨や集中豪雨、そして台風時には

床上床下浸水を繰り返している。今回浸水被害

軽減事業で当局が取り組んでいるが、全体の概

要を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



代表質問（１日目） 平成 27 年６月 19 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 高 良 正 幸

（新 風 会)

１ 経済行政に

ついて       

２ 道路行政に

ついて

(１) 「那覇市中心市街地の活性化に関する基

本計画」について

① 基本計画の概要と進捗状況を伺う

② 中心市街地活性化の基本的な考え方、

及び方針を伺う

③ 市民ワークショップ開催と事業関係者

ヒアリングの実施の内容と成果を伺う

④ 今後のスケジュールを伺う

(２) 第一牧志公設市場再整備事業について

① 平成26年度の「第一牧志公設市場再整

備合意形成推進事業基本構想」の策定内

容を伺う

② 多くの市民が注目するのは「位置の選

定」であると思うが

  ・現在位置建て替え案(市場事業者転出

方式)

  ・現在位置建て替え案(仮店舗リース方

式)

  ・にぎわい広場移転案

  この３点の内容と比較検討を伺う。ま

た当局は「位置の選定」について、どう

対応していくのか伺う

③ 平成27年度以降の取り組みについて

伺う

道路美化、雑草除草対策について

(１) 道路美化、雑草除草対策のために、本市

はどのような取り組みを行っているのか伺

う

(２) 今後の取り組みを伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



代表質問（１日目） 平成 27 年６月 19 日（金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ 湧 川 朝 渉

(日本共産党)

１ 辺野古新基

地建設につい

て

２ 那覇空港の

問題について

(１) 翁長知事と菅官房長官、安倍総理、中谷防

衛大臣との会談、３万５千人余が参加した

５.17 県民大会、訪米活動、辺野古基金の広

がり等、翁長知事が就任して６カ月、新基地

建設ストップへの世論と運動が県内、全国で

も力強く発展している。そして、７月には承

認取り消し・撤回も予定されている。あらゆ

る手段を講じて新基地建設ストップをめざ

す知事の取り組みに対する、市長の見解を問

う

(２) 県外からの土砂や石材など埋め立て用材

搬入に伴う特定外来生物の侵入を規制する

条例案が６月県議会に提出された。市長の見

解を問う

(３) 今回の訪米は、辺野古新基地の建設反対と

いう沖縄県民の強い意思を国際世論に訴え

る、広げる一歩となった。訪米の成果につい

て、市長の見解を問う

(１) 去る６月３日、那覇空港で発生した二重の

離着陸トラブルは、一歩間違えれば航空機が

衝突しかねない極めて重大な事態であり、県

民はもとより沖縄県を訪れる観光客にも大

きな不安を与えている

那覇市議会では、６月議会の冒頭に、「こ

れまでも那覇空港では自衛隊機が原因とな

った事故が発生し、議会は軍民共用の危険性

を指摘して民間専用化を求めてきた」とし、

政府に速やかな原因究明や民間航空機と利

用者の安全確保のため、抜本的な再発防止策

を強く要請する意見書を全会一致で採択し

た。那覇空港で発生した二重の離着陸トラブ

ルについて、当局の見解を問う

(２) 那覇空港の乗降客数、貨物取扱量、発着回

数はそれぞれ幾らで、国内において何位か。

那覇空港の１時間当たり滑走路処理容量は

何回か。説明を求める



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ ＭＥＲＳ対

策について

４ 待機児童解

消計画につい

て

５ 龍柱につい

て

韓国で発生しているＭＥＲＳの沖縄への影響

と対策について、当局の見解を問う

(１) 城間市長の選挙公約の大黒柱であり、就任

後初の施政方針において、不退転の決意を表

明している待機児童解消のための取り組み

について、市長の決意を問う

(２) 待機児童解消のために取り組む、認定こど

も園の果たす役割について、当局の見解を問

う

(１) ひびのようなものの対策について問う

(２) 完成に向けての取り組みについて問う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



代表質問（１日目） 平成 27 年６月 19 日（金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

７ 我如古 一 郎

(日本共産党)

１ 平和行政に

ついて

２ 米軍人軍属

の犯罪・事件

について

(１) 戦後 70 年の節目の年に、安倍政権は安保

法制「戦争法」を制定し、日本を再び戦争す

る国へと作り変えようとしている。世論調査

では、朝日新聞５月 19 日付で 60％が今国会

での成立は必要ないと答え、日経新聞５月

25 日付でも戦争法案に 55％が反対してい

る。国民の大多数が反対なのは明らかであ

る。

国会では自民党が推薦した憲法調査会の

参考人の憲法学者をはじめ、３名の参考人が

違憲と表明、圧倒的多数の憲法学者が、一連

の安保法制の法案は明確に憲法違反と述べ

ている。沖縄戦を体験し二度と戦争はしては

ならないと戦争を憎む沖縄県民は戦争法案

は許せない。市長の見解を問う

(２) 住民を巻き込んだ唯一の地上戦で、多数の

県民が犠牲になった沖縄戦から 70 年目の６

月 23 日の慰霊の日を迎える。憲法９条を守

り、平和外交で世界平和に貢献することこそ

が、日本・沖縄が目指すべきことではないか。  

94 周年市制施行記念日での戦争体験者の

講話、市長と高校生が平和について語る取り

組みなどは高く評価できる。戦争体験と平和

の思いを後世に伝えていくことは、平和行政

として重要な活動である。市長の決意を問う

(１) 本市を中心に米兵による事件や犯罪が頻

発していることに対して見解を問う

(２) このような事件が頻発する背景には、米軍

の占領意識と、不平等な地位協定に守られて

いるという特権意識が根底にあり、事件事故

を誘発する要因を作っている。基地があるが

故に事件事故は繰り返されていると思うが、

市長の見解を問う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 年金情報流

出問題につい

て

４ 第一牧志公

設市場建て替

えについて

５ ＷｉＦｉ化

計画について

(１) サイバー攻撃による日本年金機構の個人

情報流出は沖縄県で 74 万件にも上り、全加

入者 118 万人の６割にも達している。県と市

の漏えいの実態を問う。多くの市民に不安と

不信感を与えている、今回の情報の漏えいに

ついて、見解を問う

(２) 流出した個人情報でどのようなプライバ

シー侵害が発生するのか。なりすまし犯罪や

詐欺行為など犯罪被害が懸念されている。年

金機構に対して、厳重な抗議と対策の申し入

れをすべきではないか。対応を問う

(３) サイバー攻撃が巧妙化する現在、ウイルス

攻撃などは防ぎようがないとの前提に立っ

て、マイナンバー法の実施を延期すべきと地

元紙も強く主張している。国に対して見直し

を求めるべきである。見解を問う

(１) 第一牧志公設市場の建て替えは、中心市街

地の活性化の重要な核となる。老朽化に伴う

再整備の概要とスケジュールを問う

(２) 現在出ている検討案の、それぞれの課題を

問う

(１) 新たな事業計画では、サービス内容がいか

に改善され、向上するのかを問う

(２) この無線ＬＡＮの活用で、観光客と観光業

界にどのようなメリットがもたらされるか

伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長


